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論 文 内 容 の 要 旨 
本論文は、南宋の洪邁（1123―1202）の編集した説話集『夷堅志』の分析を通じて、説話に関わる宋代の士大
夫たちの意識の諸相を探り、その意識の媒体としての『夷堅志』を積極的に評価しようとするものである。 
 本論文の構成は、大きく研究篇、資料篇に分かれる。 
研究篇は二章、五節に分かち、『夷堅志』の研究史、『夷堅志』自序を分析したのち、各説話に見られる問題
点を順次取り上げ検討した。 
第一章は「洪邁と『夷堅志』」と題し、『夷堅志』に対する評価・研究の歴史を確認し、『夷堅志』の編者であ
る洪邁の心理を分析した。 
第一節「『夷堅志』の研究史」では、従来の『夷堅志』の研究史を概観した。 
第二節「夷堅志自序をめぐる問題点」では、洪邁の自序三十一篇のうち、特に重要と思われる六篇を取り上
げ、洪邁の心理の揺れを描く自序自体の面白さと、洪邁の小説編集への情熱の大きさを指摘した。 
第二章は「小説史の中の夷堅志」と題し、『太平広記』に収録された唐代以前の説話との比較を通して、『夷
堅志』の説話が持つ意義を中心に論じた。 
第一節「侠をめぐって・女侠の物語―『夷堅志』「侠婦人」について」では、『黄氏日抄』に保存されていた
節録を手がかりに、唐代の豪侠小説との比較を行い、「女侠」の物語としての「侠婦人」を考察した。妻として
の大義を守る女侠像と、夫を殺害する剣侠の妻という従来にないモチーフの発見と、その背景としての義の重
視・「負心譚」の影響を指摘した。 
第二節「淫祠邪神をめぐって―『夷堅志』「九聖奇鬼」をめぐって」では、南宋の思想家薛季宣（1134―1173）
の記した一文「志過」の節録である「九聖奇鬼」の物語を取り上げ、九聖が宋代以降江南で広く信仰されてい
た五通神や山魈という民間信仰の鬼（もののけ）の一種であり、「九聖奇鬼」が薛季宣の淫祠に対する内面の葛
藤を表した物語であろうと推測した。 
第三節「『夷堅志』の夢解き説話について―『太平廣記』との比較より見る―」では、占夢が描かれた夢解き
説話に注目した。『太平廣記』収録の夢解き説話との比較を通じて、士大夫たちが、占夢の術を伝える占夢者の
不在と、これに付随する占夢の難解さを認識していたと推測した。 
以上のように研究篇では、『夷堅志』の自序、説話の分析を通じて、『夷堅志』が内包する特色を明らかにし、
垣間見える宋代士大夫の意識の諸相を示した。 
資料篇では、『夷堅甲志』二十巻のうち、前半の十巻分の訳注を付し、具体的な研究成果を公表するものであ
る。 
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論 文 審 査 の 結 果 の要 旨 
  本論文は、南宋初期の洪邁が編纂した説話集である『夷堅志』の分析を通じて、十二世紀から十三世紀初頭
にかけての、士大夫の説話に対する意識のあり方を解明しようとしたものである。また総計四百二十巻に達し、
個人が収集したものとしては中国小説史上最も大部であるこの説話集を編纂した、洪邁の意図についても考察
を加えている。本論文は構成上大きく研究篇と資料篇に分かれ、研究篇はさらに二章、五節に分かれているの
で、以下本論文の構成に従って順次論評を加える。 
 研究篇の第一章「洪邁と『夷堅志』」では、『夷堅志』の研究史の総括と、その自序の分析を中心に論を進め
ている。その第一節「『夷堅志』の研究史」において、まず従来の『夷堅志』研究を概括し、中国での伝統的な
評価のあり方と、現代の研究の情況について整理している。そして、従来は歴史史料として活用されるに止ま
っていた『夷堅志』が、近年文学的見地から内在する問題点を取り上げ、多角的、かつ積極的に評価する傾向
が強まったことを明らかにしている。それによって、本論文の意図するところもまた明らかになっている。 
 第二節の「『夷堅志』自序をめぐる問題点」では、三十一篇の自序の中から「乙志序」「丙志序」など六篇を
取り上げて、詳しい分析を行っている。そして、それらが序文として興味深い内容を持つだけでなく、洪邁の
自著に対する意識も明瞭に表されていることを明らかにしている。とくに従来の説話集の序文と比較して、洪
邁がそのいずれをも上回ると自負していたことを明らかにした点や、序文それぞれの筆致を検討し、読者から
の批判にも鋭敏に反応しつつ、死ぬまで『夷堅志』の編纂に情熱を注ぎ続けたことを明らかにした点は評価さ
れる。 
 第二章は「小説史の中の『夷堅志』」と題し、『夷堅志』に見られる説話のテーマの中から三種を取り上げ、
特に『太平広記』以前の説話との比較を通じて、『夷堅志』の説話の持つ意義を論じている。第一節では、「夷
堅乙志」に収められる「侠夫人」の物語を取り上げ、その問題点と「女侠」というテーマとを併せて検討して
いる。この物語は、読者の批判を受けて一部書き直されたことが「丙志序」に示されているが、筆者は南宋の
黄震の『黄氏日抄』の中に范成大が語った原話の節録を見出し、それを手がかりに修正の内容を検討している。
これはまず大きな発見であり、それによって元来は妻としての大義を守った夫人が、これに背いた夫を殺害す
る話であったことを明らかにした点は高く評価できる。その上で「侠夫人」の女侠としての描かれ方について、
唐代の豪侠物語や『夷堅志』に収められる類話「解洵娶婦」との比較を通じて分析を加え、宋代における義の
重視、および「王魁説話」などの「負心譚」の流行などが、女侠像の変化の背景に有ることを論じているが、
これも宋代の説話の傾向を知る上で重要な指摘である。 
 第二節では、南宋の思想家薛季宣の「志過」に基づいて洪邁が節録した、「夷堅乙志」巻頭の「九聖奇鬼」を
取り上げ、その問題点と「淫祠邪神」というテーマについて検討している。まず『太平広記』所収の類話との
比較検討を交えて、薛季宣と「九聖」の対立の構造、「九聖」の性格の分析を行い、その上で儒家の思想家が民
間信仰とどう向き合ったのかという点を中心に、この物語の特殊性を論じている。「淫祠邪神」については、と
くに史学における先行研究を活用しており、主人公の薛季宣については宋代儒学に関する研究が踏まえられて
いて、全体に文学、思想、歴史の三領域にまたがる、大きな視野からの分析が試みられている。細部の分析に
はなお十分と言い難い点は有るが、問題を広い視野から捉えようとした意欲は大いに評価される。『夷堅志』の
中でも有数の長編で、起伏に富んだ内容を持っているだけでなく、薛季宣の内的な葛藤が描かれて いる点でも
注目される話であり、この物語に着目した筆者の見識も評価されて良い。 
 第三節では、洪邁のもう一つの代表的著述である『容齋随筆』（続筆）の「古人占夢」の項で論じられている
当時の占夢の情況と、『夷堅志』に見られる夢解き説話とを関連づけて検討を加えている。「夢解き」は古典小
説では重要なテーマであり、それを当時の社会的な認識に関連づけて取り上げた点は評価される。そして『太
平広記』に収録される夢解き説話との比較に重点を置き、『夷堅志』の説話の特徴と、当時の士大夫の認識につ
いて検討しているが、夢の啓示や占夢の術に対する認識も時代や社会の情況に応じて変化することを、個々の
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説話に即して具体的に明らかにした点は高く評価できる。 
 研究篇の最後に、本論文で明らかになった問題点と、今後に残された課題について簡単に整理しているが、
それによって『夷堅志』が中国小説史上に持つ意義をもう一度明確にしている。 
 資料篇では、『夷堅志』「甲志」二十巻のうち前半十巻に対する訳注を載せている。古典研究は作品の読解が
基礎となるので、詳細な訳注を示すことは大きな意義がある。『夷堅志』は従来抄訳しか発表されておらず、一
部とは言え、纏まった形で訳注が示されたことは、今後の研究の一つの出発点となりうるものであろう。人名、
地名などについても、各種の資料を駆使して詳細に検討を加えており、『夷堅志』のみならず南宋初期の文学、
歴史を研究する一助としても評価できる。 
  総じて、中国小説史という縦軸と宋代社会という横軸とを交差させつつ、『夷堅志』 が内包する問題点と、
そこに見られる士大夫の意識のあり方を明らかにした点は、今後の小説研究の方向性をも示唆するものとして
高く評価できる。 
  以上の所見により、本論文は大阪市立大学博士（文学）の学位を授与するに値すると認められる。 
 
